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【年通号数】公開・登録公報2020-011
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/005    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3435   (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  77/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/005    ５１１　
   Ｃ０８Ｌ   67/02     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/3435   　　　　
   Ｃ０８Ｌ   77/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月8日(2019.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性を有する筒状の内視鏡用可撓管基材と、当該内視鏡用可撓管基材を被覆する樹脂
層とを有する内視鏡用可撓管であって、
　前記樹脂層が単層又は２層以上の複層であり、当該樹脂層のいずれかの層Ａが、樹脂成
分としてのポリエステルエラストマー（ａ）と、ヒンダードアミン化合物（ｂ）と、下記
式（ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－ＩＩＩ）のいずれかで表される化合物（ｃ）とを含む、内視鏡
用可撓管。
【化１】

　式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ１及びＲ２は、水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカ
ルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基又は芳香族スルホニル基を
示し、Ｒ３は無置換脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族チオ基、芳香族
チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキシカルボニルオ
キシ基、置換アミノ基、複素環基若しくはヒドロキシ基又はハロゲン原子、アリール基、
ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニトロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリー
ルオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ
基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ
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基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホルミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミ
ノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニル
アミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスル
ホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリ
ールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、
アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基
、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、
ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が結合した脂肪族基を示す。Ｒ１とＲ２、Ｒ２と
Ｒ３、Ｒ１とＲ３は互いに結合し、５～７員環を形成してもよいが、２，２，６，６－テ
トラアルキルピペリジン骨格を形成することはない。但し、Ｒ１及びＲ２の両方が水素原
子であることはなく、Ｒ１とＲ２の総炭素数は７以上である。
　式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ４～Ｒ７は、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素
数６～１５のアリール基を示す。
【請求項２】
　前記層Ａにおいて、前記樹脂成分中の前記ポリエステルエラストマー（ａ）の含有量が
５０質量％以上である、請求項１に記載の内視鏡用可撓管。
【請求項３】
　前記複層が、前記層Ａと、ポリウレタンエラストマー（ｄ）を含む層Ｂとを有する、請
求項１又は２に記載の内視鏡用可撓管。
【請求項４】
　前記層Ａが、ポリウレタンエラストマー（ｄ）及びポリアミドエラストマー（ｅ）の少
なくとも１種を樹脂成分として含有する、請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡用
可撓管。
【請求項５】
　前記化合物（ｃ）の含有量が、前記層Ａ中の前記樹脂成分１００質量部に対して０．０
１～５質量部である、請求項１～４のいずれか１項に記載の内視鏡用可撓管。
【請求項６】
　前記ヒンダードアミン化合物（ｂ）の含有量が、前記層Ａ中の前記樹脂成分１００質量
部に対して０．０１～５質量部である、請求項１～５のいずれか１項に記載の内視鏡用可
撓管。
【請求項７】
　前記ヒンダードアミン化合物（ｂ）の含有量：前記化合物（ｃ）の含有量が質量比で、
１：５０～５０：１である、請求項１～６のいずれか１項に記載の内視鏡用可撓管。
【請求項８】
　前記ヒンダードアミン化合物（ｂ）が下記一般式（１）で表される構造部位を有する、
請求項１～７のいずれか１項に記載の内視鏡用可撓管。
【化２】

　式中、Ｒ８～Ｒ１１は、水素原子又は炭素数１～１２のアルキル基を示す。Ｒ１２は水
素原子、炭素数１～１８のアルキル基、又は－ＯＲ１３を示す。Ｒ１３は水素原子又は炭
素数１～２０のアルキル基を示す。＊は結合部位を示す。
【請求項９】
　前記ヒンダードアミン化合物（ｂ）が下記一般式（１－１）で表される化合物又は下記
一般式（１－２）で表される構成成分を有する化合物である、請求項１～８のいずれか１
項に記載の内視鏡用可撓管。
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【化３】

　式中、Ｒ８～Ｒ１２は、それぞれ前記一般式（１）のＲ８～Ｒ１２と同義である。ｑは
２以上の整数を示し、Ｄ１はｑ価の連結基を示す。ｒは正の整数を示す。Ｑはｓ＋２価の
連結基を示す。ｓは１又は２を示す。
【請求項１０】
　前記式（ＴＳ－Ｉ）で表わされる化合物が、下記式（ＴＳ－ＩＡ）又は（ＴＳ－ＩＢ）
で表される化合物である、請求項１～９のいずれか１項に記載の内視鏡用可撓管。

【化４】

　式（ＴＳ－ＩＡ）中、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ前記式（ＴＳ－Ｉ）におけるＲ１及び
Ｒ２と同義である。Ｒｂ１は水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカルボニル基
又は芳香族オキシカルボニル基を示す。
　式（ＴＳ－ＩＢ）中、Ｒｂ２及びＲｂ３は脂肪族基又はアシル基を示す。Ｒｂ４は、無
置換脂肪族基又はハロゲン原子、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニ
トロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オ
キシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリ
ールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホル
ミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミ
ノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミ
ノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミ
ノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモ
イル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、アリールスルフィニル基、アルキルスルホ
ニル基、アリールスルホニル基、アシル基、アリールオキシカルボニル基、アルコキシカ
ルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ
基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が
結合した脂肪族基を示す。
【請求項１１】
　トップコート層を有する、請求項１～１０のいずれか１項に記載の内視鏡用可撓管。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の内視鏡用可撓管を具備する、内視鏡型医療機器
。
【請求項１３】
　ポリエステルエラストマー（ａ）と、ヒンダードアミン化合物（ｂ）と、下記式（ＴＳ
－Ｉ）～（ＴＳ－ＩＩＩ）のいずれかで表される化合物（ｃ）とを含む、内視鏡用可撓管
基材被覆用樹脂組成物。
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【化５】

　式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ１及びＲ２は、水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカ
ルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基又は芳香族スルホニル基を
示し、Ｒ３は無置換脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族チオ基、芳香族
チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキシカルボニルオ
キシ基、置換アミノ基、複素環基若しくはヒドロキシ基又はハロゲン原子、アリール基、
ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニトロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリー
ルオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ
基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ
基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホルミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミ
ノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニル
アミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスル
ホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリ
ールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、
アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基
、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、
ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が結合した脂肪族基を示す。Ｒ１とＲ２、Ｒ２と
Ｒ３、Ｒ１とＲ３は互いに結合し、５～７員環を形成してもよいが、２，２，６，６－テ
トラアルキルピペリジン骨格を形成することはない。但し、Ｒ１及びＲ２の両方が水素原
子であることはなく、Ｒ１とＲ２の総炭素数は７以上である。
　式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ４～Ｒ７は、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素
数６～１５のアリール基を示す。
【請求項１４】
　前記ヒンダードアミン化合物（ｂ）の含有量：前記化合物（ｃ）の含有量が質量比で、
１：５０～５０：１である、請求項１３に記載の内視鏡用可撓管基材被覆用樹脂組成物。
【請求項１５】
　ポリエステルエラストマー（ａ）と、ヒンダードアミン化合物（ｂ）と、下記式（ＴＳ
－Ｉ）～（ＴＳ－ＩＩＩ）のいずれかで表される化合物（ｃ）とを含む樹脂組成物（Ａ）
と、ポリエステルエラストマー（ａ１）、ポリウレタンエラストマー（ｄ）及びポリアミ
ドエラストマー（ｅ）の少なくとも１種とを含む樹脂組成物（Ｂ）とを組み合わせた、内
視鏡用可撓管基材被覆用樹脂組成物のセット。
【化６】

　式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ１及びＲ２は、水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカ
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ルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基又は芳香族スルホニル基を
示し、Ｒ３は無置換脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族チオ基、芳香族
チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキシカルボニルオ
キシ基、置換アミノ基、複素環基若しくはヒドロキシ基又はハロゲン原子、アリール基、
ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニトロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリー
ルオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ
基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ
基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホルミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミ
ノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニル
アミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスル
ホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリ
ールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、
アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基
、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、
ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が結合した脂肪族基を示す。Ｒ１とＲ２、Ｒ２と
Ｒ３、Ｒ１とＲ３は互いに結合し、５～７員環を形成してもよいが、２，２，６，６－テ
トラアルキルピペリジン骨格を形成することはない。但し、Ｒ１及びＲ２の両方が水素原
子であることはなく、Ｒ１とＲ２の総炭素数は７以上である。
　式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ４～Ｒ７は、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素
数６～１５のアリール基を示す。
【請求項１６】
　前記ヒンダードアミン化合物（ｂ）の含有量：前記化合物（ｃ）の含有量が質量比で、
１：５０～５０：１である、請求項１５に記載の内視鏡用可撓管基材被覆用樹脂組成物の
セット。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の目的は下記の手段により達成された。
＜１＞
　可撓性を有する筒状の内視鏡用可撓管基材と、内視鏡用可撓管基材を被覆する樹脂層と
を有する内視鏡用可撓管であって、
　上記樹脂層が単層又は２層以上の複層であり、樹脂層のいずれかの層Ａが、樹脂成分と
してのポリエステルエラストマー（ａ）と、ヒンダードアミン化合物（ｂ）と、下記式（
ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－ＩＩＩ）のいずれかで表される化合物（ｃ）とを含む、内視鏡用可
撓管。
【化１】

　式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ１及びＲ２は、水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカ
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ルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基又は芳香族スルホニル基を
示し、Ｒ３は無置換脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族チオ基、芳香族
チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキシカルボニルオ
キシ基、置換アミノ基、複素環基若しくはヒドロキシ基又はハロゲン原子、アリール基、
ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニトロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリー
ルオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ
基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ
基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホルミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミ
ノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニル
アミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスル
ホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリ
ールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、
アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基
、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、
ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が結合した脂肪族基を示す。Ｒ１とＲ２、Ｒ２と
Ｒ３、Ｒ１とＲ３は互いに結合し、５～７員環を形成してもよいが、２，２，６，６－テ
トラアルキルピペリジン骨格を形成することはない。但し、Ｒ１及びＲ２の両方が水素原
子であることはなく、Ｒ１とＲ２の総炭素数は７以上である。
　式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ４～Ｒ７は、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素
数６～１５のアリール基を示す。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
＜１０＞
　上記式（ＴＳ－Ｉ）で表わされる化合物が、下記式（ＴＳ－ＩＡ）又は（ＴＳ－ＩＢ）
で表される化合物である、＜１＞～＜９＞のいずれか１つに記載の内視鏡用可撓管。
【化４】

　式（ＴＳ－ＩＡ）中、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ上記式（ＴＳ－Ｉ）におけるＲ１及び
Ｒ２と同義である。Ｒｂ１は、水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカルボニル
基又は芳香族オキシカルボニル基を示す。
　式（ＴＳ－ＩＢ）中、Ｒｂ２及びＲｂ３は脂肪族基又はアシル基を示す。Ｒｂ４は、無
置換脂肪族基又はハロゲン原子、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニ
トロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オ
キシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリ
ールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホル
ミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミ
ノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミ
ノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミ
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ノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモ
イル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、アリールスルフィニル基、アルキルスルホ
ニル基、アリールスルホニル基、アシル基、アリールオキシカルボニル基、アルコキシカ
ルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ
基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が
結合した脂肪族基を示す。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
＜１３＞
　ポリエステルエラストマー（ａ）と、ヒンダードアミン化合物（ｂ）と、下記式（ＴＳ
－Ｉ）～（ＴＳ－ＩＩＩ）のいずれかで表される化合物（ｃ）とを含む、内視鏡用可撓管
基材被覆用樹脂組成物。
【化５】

　式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ１及びＲ２は、水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカ
ルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基又は芳香族スルホニル基を
示し、Ｒ３は無置換脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族チオ基、芳香族
チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキシカルボニルオ
キシ基、置換アミノ基、複素環基若しくはヒドロキシ基又はハロゲン原子、アリール基、
ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニトロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリー
ルオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ
基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ
基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホルミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミ
ノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニル
アミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスル
ホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリ
ールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、
アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基
、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、
ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が結合した脂肪族基を示す。Ｒ１とＲ２、Ｒ２と
Ｒ３、Ｒ１とＲ３は互いに結合し、５～７員環を形成してもよいが、２，２，６，６－テ
トラアルキルピペリジン骨格を形成することはない。但し、Ｒ１及びＲ２の両方が水素原
子であることはなく、Ｒ１とＲ２の総炭素数は７以上である。
　式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ４～Ｒ７は、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素
数６～１５のアリール基を示す。
 
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
＜１５＞
　ポリエステルエラストマー（ａ）と、ヒンダードアミン化合物（ｂ）と、下記式（ＴＳ
－Ｉ）～（ＴＳ－ＩＩＩ）のいずれかで表される化合物（ｃ）とを含む樹脂組成物（Ａ）
と、ポリエステルエラストマー（ａ１）、ポリウレタンエラストマー（ｄ）及びポリアミ
ドエラストマー（ｅ）の少なくとも１種とを含む樹脂組成物（Ｂ）とを組み合わせた、内
視鏡用可撓管基材被覆用樹脂組成物のセット。
【化６】

　式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ１及びＲ２は、水素原子、脂肪族基、アシル基、脂肪族オキシカ
ルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基又は芳香族スルホニル基を
示し、Ｒ３は無置換脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族チオ基、芳香族
チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキシカルボニルオ
キシ基、置換アミノ基、複素環基若しくはヒドロキシ基又はハロゲン原子、アリール基、
ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシ基、ニトロ基、カルボキシ基、アルコキシ基、アリー
ルオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ
基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、無置換アミノ
基、アルキルアミノ基、アニリノ基、ホルミルアミノ基、無置換アルキルカルボニルアミ
ノ基、アリールカルボニルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニル
アミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスル
ホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファニル基、アルキルチオ基、アリ
ールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキルスルフィニル基、
アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アリールアゾ基
、ヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、
ホスフィニルアミノ基若しくはシリル基が結合した脂肪族基を示す。Ｒ１とＲ２、Ｒ２と
Ｒ３、Ｒ１とＲ３は互いに結合し、５～７員環を形成してもよいが、２，２，６，６－テ
トラアルキルピペリジン骨格を形成することはない。但し、Ｒ１及びＲ２の両方が水素原
子であることはなく、Ｒ１とＲ２の総炭素数は７以上である。
　式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ４～Ｒ７は、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素
数６～１５のアリール基を示す。
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